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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の腹側に配される腹側領域および着用者の背側に配される背側領域と、それらの
間に位置する股下領域とを備えると共に、該腹側領域から該背側領域に延びる縦方向と該
縦方向に直交する横方向とを備え、前記腹側領域と前記背側領域とに亘って吸収体を有し
、該吸収体の縦方向の前後端部それぞれから外方に位置して横方向に延びる腹側ウエスト
フラップ及び背側ウエストフラップを有する使い捨ておむつであって、
　前記背側ウエストフラップには、横方向に伸長状態で配された弾性部材による伸縮領域
が形成されており、
　前記背側ウエストフラップは、前記伸縮領域において、親水性の繊維からなる親水性領
域を備えた不織布を有し、
　前記親水性領域を備えた不織布は前記背側領域の縦方向の外端部に位置する折り返し部
にて折り返されて、少なくとも一方の折り返し部分が前記弾性部材よりも着用者の肌に近
い側に配されており、
　前記親水性領域は、縦方向の長さに関し、着用者の肌に近い側が長くなるように前記折
り返し部を跨いでおり、
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記背側ウエストフラップを構成する不織布は、前記親水性領域を備えた不織布以外に
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、疎水性の繊維からなる第２疎水性不織布を有し、
　前記第２疎水性不織布が、前記親水性長寸部よりも着用者の肌に近い側に配されており
、
　前記第２疎水性不織布と前記親水性長寸部とが、熱融着部で固定されている、使い捨て
おむつ。
【請求項２】
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とは、前記折り返し部にて固定されていない、請
求項１に記載の使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とは、該親水性短寸部の全域で互いに固定されて
いない、請求項２に記載の使い捨ておむつ。
【請求項４】
　前記親水性短寸部は、前記弾性部材よりも着用者の肌に遠い側に配されており、
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とで、前記弾性部材を挟んでいる、請求項１～３
の何れか１項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項５】
　前記親水性短寸部は、前記弾性部材よりも着用者の肌に遠い側に配されており、
　前記背側ウエストフラップを構成する不織布は、前記親水性領域を備えた不織布、及び
前記第２疎水性不織布以外に、疎水性の繊維からなる疎水性不織布を有し、
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とで、前記疎水性不織布を挟んでいる、請求項１
～４の何れか１項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項６】
　前記弾性部材は、横方向中央領域において、前記親水性短寸部と固定されていない、請
求項１～５の何れか１項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項７】
　前記親水性領域は、前記背側ウエストフラップを構成する前記親水性領域を備えた不織
布の全域の一部に親水化剤を塗布して形成されている、請求項１～６の何れか１項に記載
の使い捨ておむつ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨ておむつには、吸収体を備えた縦長の吸収性本体の外側に外装体が配されている
所謂パンツ型の使い捨ておむつがある。本出願人は、先に、このようなパンツ型の使い捨
ておむつの外装体における背側エンドフラップに、幅方向に高度に配向した長繊維を有す
る親水性ウエブを配置し、汗を吸収し、湿疹、あせも、かぶれ等の発生が効果的に防止で
きる技術を提案した（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　また、特許文献２には、汗を吸収する吸汗シートが、おむつの前後胴周り域の内面を覆
う疎水性シートに接合されている使い捨ておむつが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４１５４９号公報
【特許文献２】特開２００７－２５９８７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本発明者らは、パンツ型使い捨ておむつの外装体の長手方向の端部に、汗を吸収する吸
汗シートを配置すると、吸汗シートに吸収された汗が外装体の端部から蒸発し易く、パン
ツ型使い捨ておむつの着用時の蒸れ感を抑えることができることを見出した。
【０００６】
　しかし、特許文献１及び２には、パンツ型使い捨ておむつの外装体における長手方向の
端部に、吸汗シートを用いて、積極的に吸収した汗を移行させる手段に関して、何ら記載
されていない。
【０００７】
　したがって本発明は、前述した従来技術が有する欠点を解消し得る使い捨ておむつを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、着用者の腹側に配される腹側領域および着用者の背側に配される背側領域と
、それらの間に位置する股下領域とを備えると共に、該腹側領域から該背側領域に延びる
縦方向と該縦方向に直交する横方向とを備え、前記腹側領域と前記背側領域とに亘って吸
収体を有し、該吸収体の縦方向の前後端部それぞれから外方に位置して横方向に延びる腹
側ウエストフラップ及び背側ウエストフラップを有する使い捨ておむつであって、前記背
側ウエストフラップには、横方向に伸長状態で配された弾性部材による伸縮領域が形成さ
れており、前記背側ウエストフラップは、前記伸縮領域において、親水性の繊維からなる
親水性領域を備えた不織布を有し、前記親水性領域を備えた不織布は前記背側領域の縦方
向の外端部に位置する折り返し部にて折り返されて、少なくとも一方の折り返し部分が前
記弾性部材よりも着用者の肌に近い側に配されており、前記親水性領域は、縦方向の長さ
に関し、着用者の肌に近い側が長くなるように前記折り返し部を跨いでいる、使い捨てお
むつを提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、湿疹、汗疹、かぶれ等の皮膚トラブルを低減することが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の好ましい一実施形態であるパンツ型使い捨ておむつの斜視図で
ある。
【図２】図２は、図１に示すおむつを展開して引き伸ばした状態を肌当接面側から視た一
部破断展開平面図である。
【図３】図３は、図１に示すＩＩＩ―ＩＩＩ線断面図である。
【図４】図４は、本発明の好ましい別の実施形態のパンツ型使い捨ておむつの腹側領域Ａ
及び背側領域Ｂの縦断面図である（図３相当図）。
【図５】図５は、本発明の好ましいまた別の実施形態のパンツ型使い捨ておむつの腹側領
域Ａ及び背側領域Ｂの縦断面図である（図３相当図）。
【図６】図６は、本発明の好ましい更に別の実施形態のパンツ型使い捨ておむつの腹側領
域Ａ及び背側領域Ｂの縦断面図である（図３相当図）。
【図７】図７は、本発明の好ましいまた別の実施形態のパンツ型使い捨ておむつの腹側領
域Ａ及び背側領域Ｂの縦断面図である（図３相当図）。
【図８】図８は、本発明の好ましい別の実施形態のパンツ型使い捨ておむつの腹側領域Ａ
及び背側領域Ｂの縦断面図である（図３相当図）。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明をその好ましい実施形態に基づき図面を参照しながら説明する。
　本発明の使い捨ておむつは、着用者の腹側に配される腹側領域Ａおよび着用者の背側に
配される背側領域Ｂと、それらＡ，Ｂの間に位置する股下領域Ｃとを備えると共に、腹側
領域Ａから背側領域Ｂに延びる縦方向Ｘと縦方向Ｘに直交する横方向Ｙとを備えている。
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また、本発明の使い捨ておむつは、腹側領域Ａと背側領域Ｂとに亘って吸収体２３を有し
、吸収体２３の縦方向Ｘの前後端部２３Ａ，２３Ｂそれぞれから外方に位置して横方向Ｙ
に延びる腹側ウエストフラップＦＡ及び背側ウエストフラップＦＢを有している。ここで
、腹側領域Ａとは使い捨ておむつの着用時に着用者の腹側に配される領域であり、背側領
域Ｂとは使い捨ておむつの着用時に着用者の背側に配される領域である。そして、腹側ウ
エストフラップＦＡとは、吸収体２３の縦方向Ｘの腹側領域Ａ側の前端部２３Ａの外端縁
２３Ａ１から縦方向Ｘ外方に位置して横方向Ｙに延びる領域と、吸収体２３の縦方向Ｘの
腹側領域Ａ側の前端部２３Ａから横方向Ｙに延びる領域とを合わせた領域を意味する。ま
た、背側ウエストフラップＦＢとは、吸収体２３の縦方向Ｘの背側領域Ｂ側の後端部２３
Ｂの外端縁２３Ｂ１から縦方向Ｘ外方に位置して横方向Ｙに延びる領域と、吸収体２３の
縦方向Ｘの背側領域Ｂ側の後端部２３Ｂから横方向Ｙに延びる領域とを合わせた領域を意
味する。
【００１２】
　図１及び図２には、本発明の使い捨ておむつの一実施形態であるパンツ型使い捨ておむ
つ１（以下、「おむつ１」ともいう。）が示されている。おむつ１は、図１及び図２に示
すとおり、吸収性本体２と、吸収性本体２の非肌対向面側に配されて該吸収性本体２を固
定する外装体３とを備え、外装体３は、吸収性本体２を構成する吸収体２３の縦方向Ｘの
前後端部２３Ａ，２３Ｂから外方に位置して横方向Ｙに延びる腹側ウエストフラップＦＡ
及び背側ウエストフラップＦＢを有している。おむつ１は、外装体３の腹側領域Ａの左右
両側縁部３ａ１，３ａ１と外装体３の背側領域Ｂの左右両側縁部３ｂ１，３ｂ１とが接合
されて一対のサイドシール部Ｓ，Ｓ、ウエスト開口部ＷＨ及び一対のレッグ開口部ＬＨ，
ＬＨが形成されている使い捨ておむつである。好適に、おむつ１の外装体３は、図２に示
すように、展開させかつ伸長させた状態を平面視して、着用時に着用者の腹側に配される
腹側領域Ａ、着用時に着用者の背側に配される背側領域Ｂ、及び腹側領域Ａと背側領域Ｂ
との間の股下領域Ｃに区分されている。
【００１３】
　上述したおむつ１を展開させかつ伸長させた状態とは、図２に示すように、サイドシー
ル部Ｓを引き剥がして、おむつ１を展開状態とし、その展開状態のおむつ１を、各部の弾
性部材を伸長させて、設計寸法（弾性部材の影響を一切排除した状態で平面状に広げたと
きの寸法と同じ）となるまで広げた状態を意味する。
【００１４】
　本明細書において、「肌対向面」とは、おむつ１又はその構成部材における、着用時に
着用者の肌側、即ち、相対的に着用者の肌に近い側に向けられる面であり、「非肌対向面
」とは、おむつ１又はその構成部材における、着用時に着用者の肌側とは反対側（着衣側
）、即ち、相対的に着用者の肌から遠い側に向けられる面である。おむつ１において、縦
方向（Ｘ方向）とは、平面に展開させかつ伸長させた状態で、腹側領域Ａから背側領域Ｂ
にわたる方向のことである。また、横方向（Ｙ方向）とは、縦方向（Ｘ方向）と直交する
方向であり、平面に展開させかつ伸長させた状態のおむつ１の幅方向のことである。
　また、おむつ１は、図２に示す、縦方向（Ｘ方向）に延びる縦中心線ＣＬ１に対して左
右対称形となっている。尚、図２中のＣＬ２は、おむつ１を縦方向（Ｘ方向）に二分する
横方向（Ｙ方向）に延びる横中心線であり、縦中心線ＣＬ１に直交している。
【００１５】
　おむつ１では、吸収性本体２は、図２に示すとおり、おむつ１を展開させかつ伸長させ
た状態において、縦方向（Ｘ方向）が相対的に長い縦長の形状を有している。吸収性本体
２は、肌対向面を形成する液透過性の表面シート２１と、非肌対向面を形成する液難透過
性（撥水性も含む）の裏面シート２２と、これら両シート２１，２２間に介在配置された
液保持性の吸収体２３とを具備する。おむつ１では、吸収体２３は、吸収性能を有する吸
収性コア２３１を液透過性の被覆シート２３２によって被覆されて形成されたものであり
、吸収性本体２の縦方向（Ｘ方向）の全長は吸収体２３のそれと同じであり、吸収体２３
の前後端部２３Ａ，２３Ｂの外端縁２３Ａ１，２３Ｂ１の位置は、図２に示すように、吸
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収性本体２の前後端部の外端縁の位置と同位置にある。また、吸収性本体２の縦方向（Ｘ
方向）に沿う両側部には、図２に示すように、縦方向（Ｘ方向）に伸長状態で配された弾
性部材２５を有する防漏カフ２４，２４が設けられている。具体的には、防漏カフ２４は
、液不透過性又は撥水性で且つ通気性の素材から構成されており、各防漏カフ２４の自由
端部近傍には、防漏カフ形成用弾性部材２５が縦方向（Ｘ方向）に伸長した状態で配され
ている。おむつの着用時には、防漏カフ形成用弾性部材２５の収縮により防漏カフ２４の
自由端部側が起立して、横方向（Ｙ方向）への体液の流出が阻止される。
【００１６】
　以上のように構成された吸収性本体２は、図２に示すように、その縦方向（Ｘ方向）を
、展開かつ伸長状態におけるおむつ１の縦方向（Ｘ方向）に一致させて、外装体３の中央
部に、本体固定用接着剤によって接合されている。このように、外装体３は、使い捨てお
むつ１の厚み方向における、吸収性本体２を構成する裏面シート２２の非肌対向面側に配
されて接着固定されている。従って、おむつ１では、吸収性本体２を構成する吸収体２３
が、腹側領域Ａと背側領域Ｂとに亘って配されている。
【００１７】
　背側ウエストフラップＦＢには、横方向（Ｙ方向）に伸長状態で配された弾性部材７１
による伸縮領域ＳＴが形成されているところ、おむつ１では、図２及び図３に示すように
、吸収体２３の縦方向Ｘの前後端部２３Ａ，２３Ｂから外方に位置して横方向Ｙに延びる
腹側ウエストフラップＦＡ及び背側ウエストフラップＦＢには、それぞれ、横方向（Ｙ方
向）に伸長状態で配された弾性部材７１による伸縮領域ＳＴが形成されている。好適に、
外装体３は、おむつ１では、着用時においておむつ１の外面即ち非肌対向面を形成する外
層シート６と、外層シート６の肌対向面に対向配置された内層シート５との積層体を含ん
で構成されている。おむつ１の着用時において、外層シート６は着用者の肌から遠い側に
位置して、おむつ１の非肌対向面（外面）を形成し、内層シート５は、外層シート６より
も着用者の肌に近い側に位置して、おむつ１の肌対向面（内面）を形成する。外層シート
６と内層シート５とは、所定の部位において接着剤、ヒートシール、高周波シール、超音
波シール等の接合手段を介して互いに接合されている。
【００１８】
　おむつ１では、内層シート５は、図２及び図３に示すように、背側領域Ｂにおいてのみ
、おむつ１の背側領域Ｂにおける縦方向Ｘの外端部１Ｂ、言い換えれば、ウエスト開口部
ＷＨの周縁部に位置する折り返し部ＲＰにて折り返されて、少なくとも一方の折り返し部
分５Ｅが横方向（Ｙ方向）に伸長状態で配された弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側
に配されている。おむつ１では、一方の折り返し部分５Ｅが、折り返し部ＲＰを介して、
残りの内層シート５の肌対向面に当接するように重なっている。内層シート５は、おむつ
１では、疎水性の繊維からなる疎水性不織布で形成されている。このように、おむつ１で
は、背側ウエストフラップＦＢを構成する疎水性の繊維からなる疎水性不織布に、内層シ
ート５が該当している。
【００１９】
　また、おむつ１では、外層シート６は、図２及び図３に示すように、腹側領域Ａ及び背
側領域Ｂにおいて、内層シート５の縦方向Ｘの外端縁５Ｂ１（後述する折り返し部ＲＰの
頂点）から延出し、ウエスト開口部ＷＨの周縁部に沿って内層シート５の肌対向面側に折
り返された外層の折り返し部分６Ｅを有し、該外層の折り返し部分６Ｅは、吸収体２３の
縦方向Ｘの前後端部２３Ａ，２３Ｂ、即ち、吸収性本体２の縦方向Ｘの前後端部を被覆し
ている。外層の折り返し部分６Ｅと内層シート５（一方の折り返し部分５Ｅを含む）とは
、所定の部位において接着剤、ヒートシール、高周波シール、超音波シール等の接合手段
を介して互いに接合されている。
【００２０】
　上述のように、おむつ１では、外装体３は、図２に示すように、おむつ１の外面を形成
する非肌対向面側の外層シート６、最も肌対向面側の外層の折り返し部分６Ｅ、並びに、
外層シート６と外層の折り返し部分６Ｅとの間に配された内層シート５及び内層の折り返
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し部分５Ｅを有している。おむつ１では、内層の折り返し部分５Ｅ及び外層の折り返し部
分６Ｅを除く外層シート６及び内層シート５は、縦方向（Ｘ方向）中央部において縦中心
線ＣＬ１に向かって内方に括れており、互いに同形同大に形成されている。内層シート５
の一方の折り返し部分５Ｅで形成された内層の折り返し部分５Ｅは、背側領域Ｂにおいて
、横方向（Ｙ方向）に長い矩形状に形成されている。外層シート６の折り返し部分６Ｅで
形成された外層の折り返し部分６Ｅは、腹側領域Ａ及び背側領域Ｂそれぞれにおいて、横
方向（Ｙ方向）に長い矩形状に形成されている。外層の折り返し部分６Ｅ、内層シート５
及び外層シート６は、それぞれ、別体のシートであってもよいが、おむつ１では、外層の
折り返し部分６Ｅが、外層シート６の折り返し部分によって形成されている。このように
、おむつ１では、背側ウエストフラップＦＢにおいては、着用者の肌に近い側から遠い側
に向かって、外層の折り返し部分６Ｅ、内層の折り返し部分５Ｅ、内層シート５、外層シ
ート６の順に配されている。また、おむつ１では、腹側ウエストフラップＦＡにおいては
、着用者の肌に近い側から遠い側に向かって、外層の折り返し部分６Ｅ、内層シート５、
外層シート６の順に配されている。
【００２１】
　また、おむつ１では、外装体３は、図２に示すように、内層シート５と外層シート６と
の間に、横方向（Ｙ方向）に伸長した状態で、縦方向（Ｘ方向）に間欠的に配された複数
の糸状又は帯状の弾性部材７１を有している。おむつ１では、複数の弾性部材７１を備え
ることにより、ウエスト伸縮部Ｇ１及び胴回り下部伸縮部Ｇ２を有する伸縮領域ＳＴを形
成している。また、おむつ１では、内層シート５と外層シート６との間に、図２に示すよ
うに、伸長した状態の複数の糸状又は帯状のレッグ弾性部材７２を有している。おむつ１
では、複数のレッグ弾性部材７２を備えることにより、レッグ伸縮部Ｇ３を形成している
。レッグ伸縮部Ｇ３は、図２に示すように、レッグ開口部ＬＨの周縁部に形成されている
。
【００２２】
　おむつ１では、ウエスト伸縮部Ｇ１は、図２に示すように、縦方向（Ｘ方向）において
、吸収性本体２を構成する吸収体２３の縦方向（Ｘ方向）の前後端部２３Ａ，２３Ｂの外
端縁２３Ａ１，２３Ｂ１よりも縦方向Ｘの外方（横中心線ＣＬ２側と反対側）に位置する
エンドフラップに形成されている。また、おむつ１では、胴回り下部伸縮部Ｇ２は、縦方
向（Ｘ方向）において、ウエスト伸縮部Ｇ１の横中心線ＣＬ２側の下端とサイドシール部
Ｓの下端との間に位置するサイドフラップに形成されている。上述した背側ウエストフラ
ップＦＢ及び腹側ウエストフラップＦＡは、前記エンドフラップ（ウエスト伸縮部Ｇ１）
に、前記サイドフラップ（胴回り下部伸縮部Ｇ２）の一部を合わせた領域でもある。
【００２３】
　おむつ１では、外装体３は、図２に示すように、内層シート５及び外層シート６を接合
する複数の接合部８を有している。おむつ１では、背側ウエストフラップＦＢ及び腹側ウ
エストフラップＦＡは、内層シート５と外層シート６とが、散点状に配置された複数の熱
融着による接合部８にて接合固定されて形成されている。おむつ１では、腹側領域Ａ及び
背側領域Ｂそれぞれのウエスト伸縮部Ｇ１から胴回り下部伸縮部Ｇ２に亘る領域に、内層
シート５と外層シート６との接合部８が、縦方向（Ｘ方向）に沿って一列をなすように間
欠的に配されており、その複数の接合部８からなる接合部列８Ｌが、横方向（Ｙ方向）に
間隔を開けて複数列配されている。
【００２４】
　おむつ１は、図２に示すように、接合部８で固定された内層シート５と外層シート６と
の間に、横方向(Ｙ方向)に伸長した状態で配され且つ縦方向（Ｘ方向）に間欠的に配され
た複数の弾性部材７１を有している。好適に、おむつ１では、腹側領域Ａ及び背側領域Ｂ
それぞれのウエスト伸縮部Ｇ１から胴回り下部伸縮部Ｇ２に亘る領域に、複数本の弾性部
材７１が、それぞれ、複数の接合部列８Ｌそれぞれの接合部８どうし間の隙間を通って、
横方向（Ｙ方向）に伸長状態で配されている。
【００２５】
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　また、おむつ１では、図２に示すように、外装体３の腹側領域Ａの両側縁部３ａ１，３
ａ１及び外装体３の背側領域Ｂの両側縁部３ｂ１，３ｂ１に、内層シート５と外層シート
６とが弾性部材固定用接着剤を介して接合された一対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１を有
しており、また、吸収性本体２の縦方向（Ｘ方向）に沿う両側部の近傍に、内層シート５
と外層シート６とが弾性部材固定用接着剤を介して接合された一対の本体側固定領域３Ｔ
２，３Ｔ２を有している。
【００２６】
　おむつ１のウエスト伸縮部Ｇ１では、図２に示すように、複数本の弾性部材７１が、一
対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１間に亘って配されており、それらの弾性部材７１は、一
対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１それぞれにおいて、内層シート５と外層シート６との間
に固定されている一方、一対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１間においては、内層シート５
及び外層シート６の何れにも固定されていない。詳述すると、おむつ１のウエスト伸縮部
Ｇ１では、複数本の弾性部材７１が、一対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１間に亘って配さ
れており、それらの弾性部材７１は、一対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１それぞれにおい
て、内層シート５に形成された後述する親水性短寸部４ＴＳと外層シート６との間に固定
されている一方、横方向Ｙの中央領域を含む一対の外側固定領域３Ｔ１，３Ｔ１間におい
ては、内層シート５に形成された後述する親水性短寸部４ＴＳ及び外層シート６の何れに
も固定されていない。
【００２７】
　また、おむつ１の胴回り下部伸縮部Ｇ２では、図２に示すように、複数本の弾性部材７
１が、外側固定領域３Ｔ１と本体側固定領域３Ｔ２との間に亘って配されており、それら
の弾性部材７１は、外側固定領域３Ｔ１と本体側固定領域３Ｔ２とのそれぞれにおいて、
内層シート５と外層シート６との間に固定されている一方、外側固定領域３Ｔ１と本体側
固定領域３Ｔ２との間においては、内層シート５及び外層シート６の何れにも固定されて
いない。おむつ１の胴回り下部伸縮部Ｇ２では、一対の本体側固定領域３Ｔ２，３Ｔ２の
間には、弾性部材７１が配されていないか、或いは、弾性部材７１が、弾性伸縮性を発現
しないように細かく分断される等の処理を施された状態で配されている。
【００２８】
　尚、おむつ１のレッグ伸縮部Ｇ３では、図２に示すように、レッグ開口部ＬＨの周縁部
に伸長状態で配された複数のレッグ弾性部材７２が、レッグ開口部ＬＨの周縁部に面状に
配された弾性部材固定用接着剤を介して内層シート５と外層シート６との間に固定されて
いる。
【００２９】
　おむつ１の外装体３では、図１及び図２に示すように、ウエスト伸縮部Ｇ１及び胴回り
下部伸縮部Ｇ２において、内層シート５と外層シート６との間に横方向(Ｙ方向)に伸長状
態で配され且つ縦方向（Ｘ方向）に間欠的に配された複数の弾性部材７１の収縮により、
横方向(Ｙ方向)に隣接する接合部列８Ｌ，８Ｌどうしの間の外層シート６が外方に膨らむ
ように変形し、外層の折り返し部分６Ｅ及び内層シート５が内方に膨らむように変形して
ギャザー部が形成されている。上述したように、横方向Ｙの中央領域においては、弾性部
材７１が内層シート５に形成された後述する親水性短寸部４ＴＳに固定されていないので
、内方に膨らむように変形して形成される空間によって、親水性短寸部４ＴＳに吸収され
た汗が蒸発し易くなる。
【００３０】
　背側ウエストフラップＦＢは、伸縮領域ＳＴにおいて、親水性の繊維からなる親水性領
域４Ｔを備えた不織布を有しているところ、おむつ１では、背側ウエストフラップＦＢは
、伸縮領域ＳＴにおいて、構成する不織布として、疎水性の繊維からなる疎水性不織布か
らなる内層シート５を有し、内層シート５は、親水化剤を横方向Ｙの全長に亘って塗布し
て、親水性の繊維から形成された親水性領域４Ｔを備えている。このように、おむつ１で
は、親水性領域４Ｔは、疎水性不織布（内層シート５）と別個独立した不織布から形成さ
れておらず、疎水性の繊維からなる疎水性不織布（内層シート５）の全域の一部に、親水
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化剤を塗布して形成された領域である。おむつ１の背側ウエストフラップＦＢにおいては
、親水性の親水性領域４Ｔは、背側ウエストフラップＦＢを構成する、着用者の肌に近く
且つ疎水性不織布で形成された内層シート５の横方向（Ｙ方向）の全長に亘って、親水化
剤を内層シート５の一部に塗布して形成されている。
【００３１】
　おむつ１では、図２に示すように、背側ウエストフラップＦＢの伸縮領域ＳＴに、汗を
吸収可能な親水性領域４Ｔが配されている。親水性の親水性領域４Ｔは、おむつ１では、
背側ウエストフラップＦＢの伸縮領域ＳＴ、即ち、ウエスト伸縮部Ｇ１に胴回り下部伸縮
部Ｇ２の一部を合わせた領域に配されている。
【００３２】
　上述の通り、おむつ１では、親水性領域４Ｔを備えた不織布である内層シート５が、図
２及び図３に示すように、おむつ１の背側領域Ｂにおける縦方向Ｘの外端部１Ｂ、言い換
えれば、ウエスト開口部ＷＨの周縁部に位置する折り返し部ＲＰにて折り返されていると
ころ、親水性領域４Ｔが折り返し部ＲＰにて折り返されており、図３に示すように、疎水
性不織布（内層シート５）の親水性領域４Ｔは、その縦方向（Ｘ方向）に関し、着用者の
肌に近い側が長くなるように折り返し部ＲＰを跨いでいる。そして、おむつ１では、内層
シート５の親水性領域４Ｔは、着用者の肌に近い側に配され且つ折り返し部ＲＰから縦方
向（Ｘ方向）に長く延在する親水性長寸部４ＴＬと、親水性長寸部４ＴＬから着用者の肌
に遠い側に配され且つ親水性長寸部４ＴＬよりも縦方向（Ｘ方向）に短い親水性短寸部４
ＴＳとに区分されている。おむつ１では、親水性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳが
、それぞれ、弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側に配されている。そして、親水性長
寸部４ＴＬが、親水性短寸部４ＴＳよりも着用者の肌に近い側に配されている。また、お
むつ１では、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに当接するように重なっ
ている。
【００３３】
　親水性領域４Ｔを形成する親水化剤としては、使い捨ておむつ等の吸収性物品に用いら
れる公知の親水化剤を用いることができる。尚、おむつ１では、背側ウエストフラップＦ
Ｂにのみ親水性領域４Ｔが形成されているが、背側ウエストフラップＦＢ及び腹側ウエス
トフラップＦＡに形成されていてもよい。このように、親水性領域４Ｔが背側ウエストフ
ラップＦＢ及び腹側ウエストフラップＦＡに形成されている場合には、肌側不織布（例え
ば内層シート５）に塗布する親水化剤の坪量は、腹側ウエストフラップＦＡ側と背側ウエ
ストフラップＦＢ側とで同じ量であることが好ましく、腹側ウエストフラップＦＡ側の親
水性領域４Ｔの親水性の程度と背側ウエストフラップＦＢ側の親水性領域４Ｔの親水性の
程度は同じであることが好ましい。
【００３４】
　おむつ１では、着用時に着用者の背側で多量の汗を吸汗する観点から、内層の折り返し
部分５Ｅの縦方向（Ｘ方向）の長さ（Ｌ１）に対する親水性長寸部４ＴＬの縦方向（Ｘ方
向）の長さ（Ｌ２）の割合（（Ｌ２／Ｌ１）×１００）が、８０％以上であることが好ま
しく、９０％以上であることが更に好ましく、上限は１００％である。前記長さ（Ｌ１）
，（Ｌ２）は、おむつ１を展開させかつ伸長させた状態における長さである。吸収体２３
に吸収された体液が移行しないようにする観点から、内層の折り返し部分５Ｅの股下領域
Ｃ側の内端部にまで親水性長寸部４ＴＬが亘っておらず、該内端部には疎水性の構成繊維
からなる疎水性の領域が存在していることが好ましい。
【００３５】
　尚、親水性長寸部４ＴＬは親水性短寸部４ＴＳよりも縦方向Ｘの長さが長ければよく、
例えば、内層の折り返し部分５Ｅの全域が親水性長寸部４ＴＬとなっていてもよい。内層
の折り返し部分５Ｅの全域が親水性長寸部４ＴＬである場合、内層の折り返し部分５Ｅの
股下領域Ｃ側の内端部は、吸収体２３に吸収された体液が移行しないようにする観点から
、吸収体２３の縦方向Ｘの後端部２３Ｂに接する位置まで延在していないことが好ましい
。即ち、内層の折り返し部分５Ｅの股下領域Ｃ側の内端部と、吸収体２３の縦方向Ｘの後
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端部２３Ｂとは、間隔を空けて配されていることが好ましい。
【００３６】
　また、おむつ１では、着用時に着用者の背側で多量の汗を吸汗する観点から、親水性長
寸部４ＴＬの縦方向（Ｘ方向）の長さ（Ｌ２）に対する親水性短寸部４ＴＳの縦方向（Ｘ
方向）の長さ（Ｌ３）の割合（（Ｌ３／Ｌ２）×１００）が、３％以上であることが好ま
しく、５％以上であることが更に好ましく、そして、８０％以下であることが好ましく、
７０％以下であることが更に好ましく、具体的には、３％以上８０％以下であることが好
ましく、５％以上７０％以下であることが更に好ましい。前記長さ（Ｌ３）は、おむつ１
を展開させかつ伸長させた状態における長さである。
【００３７】
　好適に、内層の折り返し部分５Ｅの縦方向（Ｘ方向）の長さ（Ｌ１）は、２０ｍｍ以上
であることが好ましく、３０ｍｍ以上であることが更に好ましく、そして、１２０ｍｍ以
下であることが好ましく、１００ｍｍ以下であることが更に好ましく、具体的には、２０
ｍｍ以上１２０ｍｍ以下であることが好ましく、３０ｍｍ以上１００ｍｍ以下であること
が更に好ましい。
　親水性長寸部４ＴＬの縦方向（Ｘ方向）の長さ（Ｌ２）は、２０ｍｍ以上であることが
好ましく、３０ｍｍ以上であることが更に好ましく、そして、１００ｍｍ以下であること
が好ましく、９０ｍｍ以下であることが更に好ましく、具体的には、２０ｍｍ以上１００
ｍｍ以下であることが好ましく、３０ｍｍ以上９０ｍｍ以下であることが更に好ましい。
　親水性短寸部４ＴＳの縦方向（Ｘ方向）の長さ（Ｌ３）は、１ｍｍ以上であることが好
ましく、２ｍｍ以上であることが更に好ましく、そして、８０ｍｍ以下であることが好ま
しく、６０ｍｍ以下であることが更に好ましく、具体的には、１ｍｍ以上８０ｍｍ以下で
あることが好ましく、２ｍｍ以上６０ｍｍ以下であることが更に好ましい。
【００３８】
　おむつ１では、弾性部材７１は、図３に示すように、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸
部４ＴＳとが互いに重なっている領域、言い換えれば、親水性短寸部４ＴＳに対応する領
域に、糸状（板状を含む）の弾性部材を少なくとも１本以上有していることが好ましい。
このような糸状の弾性部材を有していると、重なっている領域に弾性部材の収縮による繊
維の高密度化が起こり難いので、おむつ１の着用中にウエスト開口部ＷＨの周縁部に位置
する折り返し部ＲＰ側に、親水性領域４Ｔで吸収した汗を移行し易く、ウエスト開口部Ｗ
Ｈの周縁部からの汗の蒸発を促すことができる。
【００３９】
　上述したおむつ１の各部の形成材料について説明する。
　おむつ１では、外装体３を構成する内層の折り返し部分５Ｅが内層シート５の折り返し
部分５Ｅで形成されているので、内層の折り返し部分５Ｅを含む内層シート５の全体が疎
水性の繊維で構成された疎水性のシートで形成されている。また、おむつ１では、外装体
３を構成する外層の折り返し部分６Ｅが外層シート６の折り返し部分６Ｅで形成されてい
るので、外層の折り返し部分６Ｅを含む外層シート６の全体が疎水性の繊維で構成された
疎水性のシートで形成されている。
【００４０】
　内層シート５（内層の折り返し部分５Ｅ）及び外層シート６（外層の折り返し部分６Ｅ
を含む）に用いる疎水性のシートを構成する疎水性繊維としては、熱可塑性の合成繊維が
挙げられ、具体的には、各種不織布の構成繊維として通常用いられているものを用いるこ
とができ、例えば、ポリエチレン（ＰＥ）繊維、ポリプロピレン（ＰＰ）繊維等のポリオ
レフィン繊維；ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリアミド等の熱可塑性樹脂を
単独で用いてなる繊維；芯鞘型、サイドバイサイド型等の構造の複合繊維が挙げられる。
【００４１】
　親水性領域４Ｔを形成する親水化剤は、衛生品用途に使用される一般的な親水化剤であ
れば特に限定されない。親水性領域４Ｔを構成する繊維が親水性であるか疎水性であるか
の判断は、以下に述べる〔繊維の接触角の測定方法〕で測定される構成繊維の接触角に基
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づき判断される。具体的には、接触角が９０°以上であれば、親水度の低い疎水性と判断
し、接触角が９０°より小さければ、親水度の高い親水性と判断する。
【００４２】
〔繊維の接触角の測定方法〕
　接触角の測定には、例えば協和界面科学株式会社製の接触角計ＭＣＡ－Ｊを用いる。具
体的には、親水性領域４Ｔを構成する繊維の表面に、イオン交換水を滴下（約２０ピコリ
ットル）した後、直ちに前記接触角計を用いて接触角度の測定を行う。測定は、親水性領
域４Ｔを構成する繊維の５箇所以上の箇所で行い、それらの平均値を接触角とする。尚、
測定環境温度は２０℃とする。
【００４３】
　吸収性本体２を構成する表面シート２１、裏面シート２２、吸収体２３及び防漏カフ２
４等としては、使い捨ておむつ等の吸収性物品に従来用いられている各種のもの等を特に
制限なく用いることができる。例えば、表面シート２１としては、単層又は多層構造の不
織布や、開孔フィルム等を用いることができる。裏面シート２２としては、透湿性の樹脂
フィルム等を用いることができる。吸収体２３の吸収性コア２３１としては、吸収性ポリ
マーの粒子及び繊維材料から構成されたものを用いることができ、吸収体２３の被覆シー
ト２３２としては、ティッシュペーパーや不織布等を用いることができる。また、防漏カ
フ２４としては、撥水性の単層又は多層構造の不織布等を用いることができる。
【００４４】
　弾性部材（防漏カフ形成用弾性部材２５、弾性部材７１、レッグ弾性部材７２等）とし
ては、例えば、スチレン－ブタジエン、ブタジエン、イソプレン、ネオプレン等の合成ゴ
ム、天然ゴム、ＥＶＡ、伸縮性ポリオレフィン、ポリウレタン等を挙げることができる。
弾性部材の形態としては、断面が矩形、正方形、円形、楕円形、若しくは多角形状等の糸
状（糸ゴム等）、又は紐状（平ゴム等）のもの等を好ましく用いることができる。
【００４５】
　弾性部材（防漏カフ形成用弾性部材２５、弾性部材７１、レッグ弾性部材７２等）を固
定する弾性部材固定用接着剤、及び外装体３及び吸収性本体２等を固定する本体固定用接
着剤としては、使い捨ておむつ等の吸収性物品に従来用いられている各種のホットメルト
接着剤等を特に制限なく用いることができる。
【００４６】
　上述した本発明の一実施形態のおむつ１を使用した際の作用効果について説明する。
　おむつ１では、図２及び図３に示すように、背側ウエストフラップＦＢの伸縮領域ＳＴ
において、背側ウエストフラップＦＢを構成する不織布である内層シート５に、汗を吸収
可能な親水性領域４Ｔが配されている。そして、親水性領域４Ｔを備える内層シート５が
、図２及び図３に示すように、折り返し部ＲＰにて折り返されて、折り返し部分５Ｅが横
方向（Ｙ方向）に伸長状態で配された弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側に配されて
おり、親水性領域４Ｔが、着用者の肌に近い側が縦方向（Ｘ方向）に長くなるように折り
返し部ＲＰを跨いで配されている。このように折り返し部ＲＰを跨いで親水性領域４Ｔが
配されていると、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが重なる密度の高い折り返
し部ＲＰに吸収された汗が移行し易く、折り返し部ＲＰが位置するウエスト開口部ＷＨの
周縁部から汗が蒸発し易く、パンツ型使い捨ておむつの着用時の蒸れ感を抑えることがで
き、湿疹、汗疹、かぶれ等の皮膚トラブルを低減することが期待できる。
【００４７】
　特に、おむつ１では、親水性領域４Ｔが、疎水性不織布（内層シート５）と別個独立し
た不織布から形成されておらず、疎水性の繊維からなる疎水性不織布（内層シート５）の
一部に、親水化剤を塗布して形成されている。このように内層シート５及び外層シート６
以外の別体の親水性シートを用いていないので、おむつ１の着用中に、背側ウエストフラ
ップＦＢの伸縮領域ＳＴの剛性が高くなり難く、別体の親水性シートの端縁が着用者の皮
膚を刺激することも無いので、肌の赤みを発症し難く、湿疹、汗疹、かぶれ等の皮膚トラ
ブルを低減することが期待できる。
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【００４８】
　上記効果を一層確実に奏されるようにする観点から、おむつ１は、以下の一又は二以上
の構成を有することが好ましい。
【００４９】
　おむつ１では、図３に示すように、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとは、折
り返し部ＲＰにて、接着剤又は熱融着によって互いに固定されていないことが好ましい。
親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが少なくとも折り返し部ＲＰにて固定されて
いなければ、汗が蒸発する親水性領域４Ｔの表面積を確保でき、折り返し部ＲＰにおける
親水性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向面からの汗
の蒸発を促すことができる。
【００５０】
　おむつ１では、図３に示すように、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとは、親
水性短寸部４ＴＳの全域で、接着剤又は熱融着によって互いに固定されていないことが好
ましい。親水性短寸部４ＴＳの全域で親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが固定
されていなければ、汗が蒸発する親水性領域４Ｔの表面積を確保でき、折り返し部ＲＰに
おける親水性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向面か
らの汗の蒸発を促すことができる。
【００５１】
　また、背側ウエストフラップＦＢを構成する不織布として、親水性領域４Ｔを備えた疎
水性不織布からなる内層シート５（内層の折り返し部分５Ｅ）以外に、疎水性の繊維から
なる第２疎水性不織布として、外層シート６（外層の折り返し部分６Ｅを含む）を有して
いる。おむつ１では、背側ウエストフラップＦＢを構成する不織布として、親水性領域４
Ｔを備えた疎水性不織布からなる内層シート５（内層の折り返し部分５Ｅ）以外に、別体
の疎水性の繊維からなる第２疎水性不織布として、外層シート６（外層の折り返し部分６
Ｅを含む）を有している。そして、外層の折り返し部分６Ｅが、図３に示すように、親水
性長寸部４ＴＬよりも着用者の肌に近い側に配されている。このような場合、外層の折り
返し部分６Ｅは親水性長寸部４ＴＬの全域を覆っていることが好ましい。このように外層
の折り返し部分６Ｅが親水性長寸部４ＴＬの全域を覆っていると、親水性領域４Ｔに吸収
された汗が疎水性の外層の折り返し部分６Ｅによって着用者の肌へ移行することを防止で
きる。
【００５２】
　尚、親水性領域４Ｔが外層の折り返し部分６Ｅを介して汗を吸汗し易い観点から、親水
性長寸部４ＴＬと疎水性不織布からなる外層の折り返し部分６Ｅとは、親水性長寸部４Ｔ
Ｌに配された熱融着部で固定されていることが好ましい。即ち、内層の折り返し部分５Ｅ
に形成された親水性の親水性長寸部４ＴＬと、疎水性の外層の折り返し部分６Ｅとは、親
水性領域４Ｔにて、散点状に配置された複数の熱融着による接合部（熱融着部）で固定さ
れていることが好ましい。このような熱融着部は、ヒートシール、超音波シール、高周波
シール等の各種公知の方法を用いて形成することができる。
【００５３】
　以上、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明は上述した実施形態
に制限されず適宜変更可能である。以下に示す他の実施形態の使い捨ておむつにおいては
、図３に示すおむつ１と同じ部位には同じ番号を付して説明する。
【００５４】
　例えば、上述したおむつ１は、図３に示すように、背側ウエストフラップＦＢを構成す
る不織布として、内層シート５、内層の折り返し部分５Ｅ、外層シート６及び外層の折り
返し部分６Ｅを有しているが、図４に示すおむつ１のように、内層シート５及び外層シー
ト６以外に、別体の疎水性の繊維からなる疎水性不織布９を有していてもよい。具体的に
、図４に示すおむつ１では、別体の疎水性不織布９が、外層の折り返し部分６Ｅと内層シ
ート５との間に配されており、親水性領域４Ｔは、別体の疎水性不織布９の全域に、親水
化剤を塗布して形成されている。その為、一方の折り返し部分９１及び他方の折り返し部
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分９２が何れも、弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側に配されている。よって、図４
に示すおむつ１では、図３に示すおむつ１と同様に、親水性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸
部４ＴＳが、それぞれ、弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側に配されている。そして
、親水性長寸部４ＴＬが、親水性短寸部４ＴＳよりも着用者の肌に近い側に配されている
。また、おむつ１では、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに当接するよ
うに重なっている。図４に示すおむつ１によれば、図３に示すおむつ１と同様の効果を奏
すると共に、特に親水性領域４Ｔが別体の疎水性不織布９の全域に形成されているので、
おむつ１の横方向Ｙにおける吸汗領域の長さを自由に調節しやすい。尚、一方の折り返し
部分９１に形成される親水性長寸部４ＴＬの股下領域Ｃ側の内端部と、吸収体２３の縦方
向Ｘの後端部２３Ｂとは、吸収体２３に吸収された体液が移行しないようにする観点から
、間隔を空けて配されていることが好ましい。
【００５５】
　また、上述したおむつ１は、図３に示すように、背側ウエストフラップＦＢを構成する
不織布として、内層シート５、内層の折り返し部分５Ｅ、外層シート６及び外層の折り返
し部分６Ｅを有しているが、図５に示すおむつ１のように、内層シート５及び外層シート
６以外に、別体の不織布製の別シート９０を有していてもよい。具体的に、図５に示すお
むつ１では、別シート９０が、内層シート５及び外層シート６を挟むように、おむつ１の
背側領域Ｂにおける縦方向Ｘの外端部１Ｂ、言い換えれば、ウエスト開口部ＷＨの周縁部
に位置する折り返し部ＲＰにて折り返されて、一方の折り返し部分９１０が横方向（Ｙ方
向）に伸長状態で配された弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側に配され且つ内層シー
ト５の肌対向面に配されている。そして、他方の折り返し部分９２０が弾性部材７１より
も着用者の肌に遠い側に配され且つ外層シート６の非肌対向面に配されている。また、親
水性領域４Ｔは、別シート９０の全域に、親水化剤を塗布して形成されている。よって、
図５に示すおむつ１では、親水性長寸部４ＴＬが弾性部材７１よりも着用者の肌に近い側
に配され、親水性短寸部４ＴＳが弾性部材７１よりも着用者の肌に遠い側に配されて、親
水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとで弾性部材７１を挟んでいる。このように、親
水性長寸部４ＴＬが、親水性短寸部４ＴＳよりも着用者の肌に近い側に配されている。図
５に示すおむつ１によれば、図３に示すおむつ１と同様の効果を奏すると共に、特に親水
性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとで弾性部材７１を挟んでいるので、弾性部材７１
の介在により親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに隔てられ易く、親水性
長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向面からの汗の蒸発
を促すことができる。尚、一方の折り返し部分９１０に形成される親水性長寸部４ＴＬの
股下領域Ｃ側の内端部と、吸収体２３の縦方向Ｘの後端部２３Ｂとは、吸収体２３に吸収
された体液が移行しないようにする観点から、間隔を空けて配されていることが好ましい
。
【００５６】
　また、図５に示すおむつ１では、内層シート５及び外層シート６が、疎水性の繊維から
なる疎水性不織布で形成されていれば、背側ウエストフラップＦＢを構成する不織布は、
親水性領域４Ｔを備えた別シート９０以外に、疎水性不織布として、内層シート５及び外
層シート６を有するようになる。図５に示すおむつ１によれば、親水性長寸部４ＴＬと親
水性短寸部４ＴＳとで、疎水性不織布からなる内層シート５及び外層シート６を挟んでい
るので、疎水性不織布の介在により親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに
隔てられ、親水性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向
面からの汗の蒸発を促すことができる。
【００５７】
　また、図５に示すおむつ１においては、別シート９０として、親水性の繊維からなる親
水性不織布と、疎水性の繊維からなる疎水性不織布との積層シートを用いてもよい。この
ような積層シートを別シート９０として用いる場合、一方の折り返し部分９１０において
、親水性不織布の肌対向面上に疎水性不織布が配され、他方の折り返し部分９２０におい
て、親水性不織布の非肌対向面上に疎水性不織布が配されるように積層されていることが
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好ましい。このように、一方の折り返し部分９１０において親水性不織布の肌対向面上に
疎水性不織布が配されていると、親水性不織布に吸収された汗が疎水性不織布によって着
用者の肌へ移行することを防止できる。尚、親水性不織布が、親水性不織布を覆う疎水性
不織布を介して汗を吸汗し易い観点から、親水性不織布と疎水性不織布とは、親水性不織
布に配された熱融着部で固定されていることが好ましい。親水性不織布と、疎水性不織布
とは、親水性不織布にて、散点状に配置された複数の熱融着による接合部（熱融着部）で
固定されていることが好ましい。このような熱融着部は、ヒートシール、超音波シール、
高周波シール等の各種公知の方法を用いて形成することができる。
【００５８】
　また、上述したおむつ１は、図３に示すように、背側ウエストフラップＦＢを構成する
不織布として、内層シート５、内層の折り返し部分５Ｅ、外層シート６及び外層の折り返
し部分６Ｅを有しており、内層シート５及び内層の折り返し部分５Ｅの一部に親水性領域
４Ｔを形成しているが、図６に示すおむつ１のように、外層シート６及び外層の折り返し
部分６Ｅの一部に親水性領域４Ｔを形成してもよい。図６に示すおむつ１では、内層シー
ト５及び外層シート６が疎水性不織布で形成されており、外層シート６の一部に親水化剤
を塗布して親水性領域４Ｔが形成されている。また、疎水性不織布（外層シート６）の親
水性領域４Ｔは、着用者の肌に近い側が縦方向（Ｘ方向）に長くなるように折り返し部Ｒ
Ｐを跨いでいる。図６に示すおむつ１では、外層シート６の親水性領域４Ｔは、着用者の
肌に近い側に配され且つ折り返し部ＲＰから縦方向（Ｘ方向）に長く延在する親水性長寸
部４ＴＬと、親水性長寸部４ＴＬよりも縦方向（Ｘ方向）に短い親水性短寸部４ＴＳとに
区分されている。
【００５９】
　図６に示すおむつ１では、親水性長寸部４ＴＬが弾性部材７１よりも着用者の肌に近い
側に配され、親水性短寸部４ＴＳが弾性部材７１よりも着用者の肌に遠い側に配されて、
親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとで弾性部材７１を挟んでいる。このように、
親水性長寸部４ＴＬが、親水性短寸部４ＴＳよりも着用者の肌に近い側に配されている。
図６に示すおむつ１によれば、図３に示すおむつ１と同様の効果を奏すると共に、特に親
水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとで弾性部材７１を挟んでいるので、弾性部材７
１の介在により親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに隔てられ易く、親水
性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向面からの汗の蒸
発を促すことができる。尚、外層の折り返し部分６Ｅに形成される親水性長寸部４ＴＬの
股下領域Ｃ側の内端部と、吸収体２３の縦方向Ｘの後端部２３Ｂとは、吸収体２３に吸収
された体液が移行しないようにする観点から、間隔を空けて配されていることが好ましい
。
【００６０】
　また、図６に示すおむつ１では、内層シート５も疎水性の繊維からなる疎水性不織布で
形成されているので、背側ウエストフラップＦＢを構成する不織布は、親水性領域４Ｔを
備えた疎水性不織布からなる外層シート６以外に、疎水性不織布からなる内層シート５を
有するようになる。図６に示すおむつ１によれば、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４
ＴＳとで、疎水性不織布からなる内層シート５を挟んでいるので、疎水性不織布の介在に
より親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに隔てられ、親水性長寸部４ＴＬ
及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向面からの汗の蒸発を促すことが
できる。尚、図６に示すおむつ１は、親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとの間を
更に隔てる観点から、内層シート５が、おむつ１の背側領域Ｂにおける縦方向Ｘの外端部
１Ｂに位置する折り返し部ＲＰにて折り返された折り返し部分５Ｅを有する形態であって
もよい。
【００６１】
　また、上述したおむつ１は、図３に示すように、背側ウエストフラップＦＢを構成する
不織布として、内層シート５、内層の折り返し部分５Ｅ、外層シート６及び外層の折り返
し部分６Ｅを有しており、内層シート５及び内層の折り返し部分５Ｅの一部に親水性領域
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４Ｔを形成しているが、図７に示すおむつ１のように、内層シート５を、外層シート６の
外層の折り返し部分６Ｅで形成し、外層シート６及び外層の折り返し部分６Ｅの一部に親
水性領域４Ｔを形成してもよい。図７に示すおむつ１では、外層シート６が疎水性不織布
で形成されており、外層シート６の一部に親水化剤を塗布して親水性領域４Ｔが形成され
ている。また、疎水性不織布（外層シート６）の親水性領域４Ｔは、着用者の肌に近い側
が縦方向（Ｘ方向）に長くなるように折り返し部ＲＰを跨いでいる。図７に示すおむつ１
では、親水性領域４Ｔは、着用者の肌に近い側に配され且つ折り返し部ＲＰから縦方向（
Ｘ方向）に長く延在する親水性長寸部４ＴＬと、親水性長寸部４ＴＬよりも縦方向（Ｘ方
向）に短い親水性短寸部４ＴＳとに区分されている。このような図７に示すおむつ１は、
内層シート５が外層シート６の外層の折り返し部分６Ｅで形成されており、構成部材が少
ないので、通気性が高く蒸発しやすいのに加え、材料コストを抑えることができる。
【００６２】
　図７に示すおむつ１では、親水性長寸部４ＴＬが弾性部材７１よりも着用者の肌に近い
側に配され、親水性短寸部４ＴＳが弾性部材７１よりも着用者の肌に遠い側に配されて、
親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとで弾性部材７１を挟んでいる。このように、
親水性長寸部４ＴＬが、親水性短寸部４ＴＳよりも着用者の肌に近い側に配されている。
図７に示すおむつ１によれば、図３に示すおむつ１と同様の効果を奏すると共に、特に親
水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとで弾性部材７１を挟んでいるので、弾性部材７
１の介在により親水性長寸部４ＴＬと親水性短寸部４ＴＳとが互いに隔てられ易く、親水
性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳそれぞれの肌対向面及び非肌対向面からの汗の蒸
発を促すことができる。尚、外層の折り返し部分６Ｅに形成される親水性長寸部４ＴＬの
股下領域Ｃ側の内端部と、吸収体２３の縦方向Ｘの後端部２３Ｂとは、吸収体２３に吸収
された体液が移行しないようにする観点から、間隔を空けて配されていることが好ましい
。
【００６３】
　また、上述したおむつ１は、図３に示すように、背側ウエストフラップＦＢを構成する
不織布として、内層シート５、内層の折り返し部分５Ｅ、外層シート６及び外層の折り返
し部分６Ｅを有しており、内層シート５及び内層の折り返し部分５Ｅの一部に親水性領域
４Ｔを形成しているが、図８に示すおむつ１のように、外層の折り返し部分６Ｅを有さな
い形態であってもよい。図８に示すおむつ１では、内層シート５の内層の折り返し部分５
Ｅが、吸収体２３の縦方向Ｘの後端部２３Ｂ、即ち、吸収性本体２の縦方向Ｘの端部を被
覆している。疎水性不織布（内層シート５）の親水性領域４Ｔは、着用者の肌に近い側が
縦方向（Ｘ方向）に長くなるように折り返し部ＲＰを跨いでいる。図８に示すおむつ１で
は、親水性領域４Ｔは、着用者の肌に近い側に配され且つ折り返し部ＲＰから縦方向（Ｘ
方向）に長く延在する親水性長寸部４ＴＬと、親水性長寸部４ＴＬよりも縦方向（Ｘ方向
）に短い親水性短寸部４ＴＳとに区分されている。
【００６４】
　図８に示すおむつ１では、親水性長寸部４ＴＬ及び親水性短寸部４ＴＳが弾性部材７１
よりも着用者の肌に近い側に配され、親水性長寸部４ＴＬが、親水性短寸部４ＴＳよりも
着用者の肌に近い側に配されている。また、おむつ１では、背側ウエストフラップＦＢ及
び腹側ウエストフラップＦＡは、内層シート５と外層シート６とが、散点状に配置された
複数の熱融着による接合部８にて接合固定されて形成されており、接合部８で固定された
内層シート５と外層シート６との間に、横方向(Ｙ方向)に伸長した状態で配され且つ縦方
向（Ｘ方向）に間欠的に配された複数の弾性部材７１を有している。図８に示すおむつ１
によれば、図３に示すおむつ１と同様の効果を奏すると共に、（１）内層シート５及び内
層の折り返し部分５Ｅの一部に親水性領域４Ｔが形成されていること、（２）内層シート
５と外層シート６との間がウエスト開口部ＷＨにおいて解放されていること、（３）弾性
部材７１縮時に背側ウエストフラップＦＢを構成する不織布間に空間ができることと相俟
って、吸汗した汗が蒸発しやすい。尚、内層の折り返し部分５Ｅに形成される親水性長寸
部４ＴＬの股下領域Ｃ側の内端部と、吸収体２３の縦方向Ｘの後端部２３Ｂとは、吸収体
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２３に吸収された体液が移行しないようにする観点から、間隔を空けて配されていること
が好ましい。
【００６５】
　本発明の吸収性物品は、上述の図３～図８のおむつ１に何ら制限されるものではなく、
適宜変更可能である。また、上述の図３～図８のおむつ１における各構成要件は、本発明
の趣旨を損なわない範囲で、適宜組み合わせて実施できる。
【００６６】
　また、上述したおむつ１は、図３に示すように、弾性部材７１が全て糸状（帯状を含む
）の弾性部材であるが、フィルム状、或いは、弾性繊維からなる弾性繊維層状の弾性部材
から構成されていてもよい。
【００６７】
　また、上述した使い捨ておむつ１においては、図２に示すように、背側ウエストフラッ
プＦＢにのみ、伸縮領域ＳＴに親水性の親水化剤を塗布した親水性領域４Ｔを配している
が、腹側ウエストフラップＦＡにも親水性領域４Ｔを配していてもよい。
【００６８】
　また、上述した使い捨ておむつ１においては、図２に示すように、外装体３が腹側領域
Ａ、股下領域Ｃ及び背側領域Ｂにわたる砂時計状等の連続した形状のパンツ型使い捨てお
むつであるが、外装体３が、腹側外装体、背側外装体及び股下外装体に別部材として区分
された分割型のパンツ型使い捨ておむつであってもよい。
【００６９】
　また、上述した使い捨ておむつ１においては、図１に示すように、外装体３を有するパ
ンツ型使い捨ておむつであるが、展開型の使い捨ておむつであってもよい。
【００７０】
　上述した実施形態に関し、さらに以下の使い捨ておむつを開示する。
【００７１】
＜１＞
　着用者の腹側に配される腹側領域および着用者の背側に配される背側領域と、それらの
間に位置する股下領域とを備えると共に、該腹側領域から該背側領域に延びる縦方向と該
縦方向に直交する横方向とを備え、前記腹側領域と前記背側領域とに亘って吸収体を有し
、該吸収体の縦方向の前後端部それぞれから外方に位置して横方向に延びる腹側ウエスト
フラップ及び背側ウエストフラップを有する使い捨ておむつであって、
　前記背側ウエストフラップには、横方向に伸長状態で配された弾性部材による伸縮領域
が形成されており、
　前記背側ウエストフラップは、前記伸縮領域において、親水性の繊維からなる親水性領
域を備えた不織布を有し、
　前記親水性領域を備えた不織布は前記背側領域の縦方向の外端部に位置する折り返し部
にて折り返されて、少なくとも一方の折り返し部分が前記弾性部材よりも着用者の肌に近
い側に配されており、
　前記親水性領域は、縦方向の長さに関し、着用者の肌に近い側が長くなるように前記折
り返し部を跨いでいる、使い捨ておむつ。
【００７２】
＜２＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とは、前記折り返し部にて固定されていない、前
記＜１＞に記載の使い捨ておむつ。
＜３＞
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とは、該親水性短寸部の全域で互いに固定されて
いない、前記＜２＞に記載の使い捨ておむつ。
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＜４＞
　前記親水性領域は、前記弾性部材よりも着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し
部から縦方向に長く延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部よりも縦方向に短い親水性
短寸部とに区分され、
　前記親水性短寸部は、前記弾性部材よりも着用者の肌に遠い側に配されており、
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とで、前記弾性部材を挟んでいる、前記＜１＞～
＜３＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜５＞
　前記親水性領域は、前記弾性部材よりも着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し
部から縦方向に長く延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部よりも縦方向に短い親水性
短寸部とに区分され、
　前記親水性短寸部は、前記弾性部材よりも着用者の肌に遠い側に配されており、
　前記背側ウエストフラップを構成する不織布は、前記親水性領域を備えた前記不織布以
外に、疎水性の繊維からなる疎水性不織布を有し、
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とで、前記疎水性不織布を挟んでいる、前記＜１
＞～＜４＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜６＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記弾性部材は、横方向中央領域において、前記親水性短寸部と固定されていない、前
記＜１＞～＜５＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜７＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記背側ウエストフラップを構成する不織布は、前記親水性領域を備えた不織布以外に
、疎水性の繊維からなる第２疎水性不織布を有し、
　前記第２疎水性不織布が、前記親水性長寸部よりも着用者の肌に近い側に配されている
、前記＜１＞～＜６＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜８＞
　前記第２疎水性不織布と前記親水性長寸部とが、熱融着部で固定されている、前記＜７
＞に記載の使い捨ておむつ。
＜９＞
　前記親水性領域は、前記背側ウエストフラップを構成する前記親水性領域を備えた不織
布の全域の一部に親水化剤を塗布して形成されている、前記＜１＞～＜８＞の何れか１に
記載の使い捨ておむつ。
【００７３】
＜１０＞
　前記親水性領域は、疎水性不織布に親水化剤を塗布して形成されている、前記＜１＞～
＜９＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１１＞
　前記背側ウエストフラップは、前記伸縮領域において、構成する不織布として、疎水性
の繊維からなる疎水性不織布からなる内層シートを有し、該内層シートは、親水化剤を横
方向の全長に亘って塗布して形成された前記親水性領域を備えている、前記＜１＞～＜１
０＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１２＞
　前記伸縮領域はウエスト伸縮部及び胴回り下部伸縮部を有し、
　前記親水性領域は、前記背側ウエストフラップの伸縮領域、即ち、前記ウエスト伸縮部
に前記胴回り下部伸縮部の一部を合わせた領域に配されている、前記＜１＞～＜１１＞の
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何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１３＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記親水性長寸部及び前記親水性短寸部が、それぞれ、前記弾性部材よりも着用者の肌
に近い側に配されており、
　前記親水性長寸部が、前記親水性短寸部よりも着用者の肌に近い側に配されている、前
記＜１＞～＜１２＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１４＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記親水性長寸部と前記親水性短寸部とが互いに当接するように重なっている、前記＜
１＞～＜１３＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１５＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記一方の折り返し部分の縦方向の長さ（Ｌ１）に対する前記親水性長寸部の縦方向の
長さ（Ｌ２）の割合（（Ｌ２／Ｌ１）×１００）が、８０％以上、好ましくは９０％以上
であり、上限は１００％である、前記＜１＞～＜１４＞の何れか１に記載の使い捨ておむ
つ。
＜１６＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記一方の折り返し部分の前記股下領域側の内端部にまで前記親水性長寸部が亘ってお
らず、該内端部には疎水性の構成繊維からなる疎水性の領域が存在している、前記＜１＞
～＜１５＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１７＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記一方の折り返し部分の全域が前記親水性長寸部となっている、前記＜１＞～＜１５
＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜１８＞
　前記一方の折り返し部分の前記股下領域側の内端部と、前記吸収体の縦方向の端部とは
、間隔を空けて配されている、前記＜１＞～＜１７＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ
。
【００７４】
＜１９＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記親水性長寸部の縦方向の長さ（Ｌ２）に対する前記親水性短寸部の縦方向の長さ（
Ｌ３）の割合（（Ｌ３／Ｌ２）×１００）が、３％以上、好ましくは５％以上であり、そ
して、８０％以下、好ましくは７０％以下である、前記＜１＞～＜１８＞の何れか１に記
載の使い捨ておむつ。
＜２０＞
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　前記一方の折り返し部分の縦方向の長さ（Ｌ１）は、２０ｍｍ以上、好ましくは３０ｍ
ｍ以上であり、そして、１２０ｍｍ以下、好ましくは１００ｍｍ以下である、前記＜１＞
～＜１９＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜２１＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記親水性長寸部の縦方向の長さ（Ｌ２）は、２０ｍｍ以上、好ましくは３０ｍｍ以上
であり、そして、１００ｍｍ以下、好ましくは９０ｍｍ以下である、前記＜１＞～＜２０
＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜２２＞
　前記親水性領域は、着用者の肌に近い側に配され且つ前記折り返し部から縦方向に長く
延在する親水性長寸部と、該親水性長寸部から着用者の肌に遠い側に配され且つ該親水性
長寸部よりも縦方向に短い親水性短寸部とに区分され、
　前記親水性短寸部の縦方向の長さ（Ｌ３）は、１ｍｍ以上、好ましくは２ｍｍ以上であ
り、そして、８０ｍｍ以下、好ましくは６０ｍｍ以下である、前記＜１＞～＜２１＞の何
れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜２３＞
　前記背側ウエストフラップを構成する不織布は、前記親水性領域を備えた不織布以外に
別シートを有し、
　前記別シートとして、親水性の繊維からなる親水性不織布と、疎水性の繊維からなる疎
水性不織布との積層シートを用いる、前記＜１＞～＜２２＞の何れか１に記載の使い捨て
おむつ。
＜２４＞
　前記別シートが、前記親水性領域を備えた不織布を挟むように、使い捨ておむつの前記
背側領域における縦方向の外端部にて折り返されて、一方の折り返し部分が横方向に伸長
状態で配された前記弾性部材よりも着用者の肌に近い側に配され且つ前記親水性領域を備
えた不織布の肌対向面に配されており、他方の折り返し部分が前記弾性部材よりも着用者
の肌に遠い側に配され且つ前記親水性領域を備えた不織布の非肌対向面に配されており、
　前記別シートは、前記一方の折り返し部分において、前記親水性領域を備えた不織布の
肌対向面上に前記疎水性不織布が配され、前記他方の折り返し部分において、前記親水性
領域を備えた不織布の非肌対向面上に該疎水性不織布が配されるように積層されている、
前記＜２３＞に記載の使い捨ておむつ。
＜２５＞
　前記親水性領域を備えた不織布は、内層シート、内層の折り返し部分、外層シート及び
外層の折り返し部分を有しており
　前記外層シート及び前記外層の折り返し部分の一部に前記親水性領域が形成されている
、前記＜１＞～＜２４＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜２６＞
　前記内層シート及び前記外層シートは疎水性不織布で形成されており、該外層シートの
一部に親水化剤を塗布して前記親水性領域が形成されている、前記＜２５＞に記載の使い
捨ておむつ。
＜２７＞
　前記親水性領域を備えた不織布は、内層シート、内層の折り返し部分、外層シート及び
外層の折り返し部分を有しており、
　前記内層シートが、前記外層シートの前記外層の折り返し部分で形成されており、
　前記外層シート及び前記外層の折り返し部分の一部に前記親水性領域が形成されている
、前記＜１＞～＜２４＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
【００７５】
＜２８＞
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　前記親水性領域が背側ウエストフラップ及び前記腹側ウエストフラップに形成されてお
り、
　前記腹側ウエストフラップ側の親水性領域の親水性の程度と前記背側ウエストフラップ
側の親水性領域の親水性の程度は同じである、前記＜１＞～＜２７＞の何れか１に記載の
使い捨ておむつ。
＜２９＞
　前記使い捨ておむつは外装体を有し、
　前記外装体は、使い捨ておむつの外面を形成する非肌対向面側の外層シート、最も肌対
向面側の外層の折り返し部分、並びに、該外層シートと該外層の折り返し部分との間に配
された内層シート及び内層の折り返し部分を有し、
　前記内層シートの一方の折り返し部分で形成された内層の折り返し部分は、前記背側領
域において、横方向に長い矩形状に形成されている、前記＜１＞～＜２８＞の何れか１に
記載の使い捨ておむつ。
＜３０＞
　前記使い捨ておむつは外装体を有し、
　前記外装体は、使い捨ておむつの外面を形成する非肌対向面側の外層シート、最も肌対
向面側の外層の折り返し部分、並びに、該外層シートと該外層の折り返し部分との間に配
された内層シート及び内層の折り返し部分を有し、
　前記外層シートの折り返し部分で形成された前記外層の折り返し部分は、前記腹側領域
及び前記背側領域それぞれにおいて、横方向に長い矩形状に形成されている、前記＜１＞
～＜２９＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜３１＞
　前記使い捨ておむつは外装体を有し、
　前記外装体は、使い捨ておむつの外面を形成する非肌対向面側の外層シート、最も肌対
向面側の外層の折り返し部分、並びに、該外層シートと該外層の折り返し部分との間に配
された内層シート及び内層の折り返し部分を有し、
　前記背側ウエストフラップにおいては、着用者の肌に近い側から遠い側に向かって、前
記外層の折り返し部分、前記内層の折り返し部分、前記内層シート、前記外層シートの順
に配されている、前記＜１＞～＜３０＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜３２＞
　前記使い捨ておむつは外装体を有し、
　前記外装体は、使い捨ておむつの外面を形成する非肌対向面側の外層シート、最も肌対
向面側の外層の折り返し部分、並びに、該外層シートと該外層の折り返し部分との間に配
された内層シート及び内層の折り返し部分を有し、
　前記外装体は前記背側ウエストフラップ及び前記腹側ウエストフラップを有し、
　前記背側ウエストフラップ及び前記腹側ウエストフラップは、前記内層シートと前記外
層シートとが、散点状に配置された複数の熱融着による接合部にて接合固定されて形成さ
れている、前記＜１＞～＜３１＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜３３＞
　前記伸縮領域はウエスト伸縮部及び胴回り下部伸縮部を有し、
　前記腹側領域及び前記背側領域それぞれの前記ウエスト伸縮部から前記胴回り下部伸縮
部に亘る領域に、前記内層シートと前記外層シートとの前記接合部が、縦方向に沿って一
列をなすように間欠的に配されており、その複数の接合部からなる接合部列が、横方向に
間隔を開けて複数列配されており、
　前記腹側領域及び前記背側領域それぞれの前記ウエスト伸縮部から前記胴回り下部伸縮
部に亘る領域に、複数本の弾性部材が、それぞれ、複数の前記接合部列それぞれの前記接
合部どうし間の隙間を通って、横方向に伸長状態で配されている、前記＜３２＞に記載の
使い捨ておむつ。
＜３４＞
　前記使い捨ておむつは、前記吸収体を具備する吸収性本体と、該吸収性本体の非肌対向
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面側に配されて該吸収性本体を固定する外装体とを備え、
　前記外装体は、使い捨ておむつの外面を形成する非肌対向面側の外層シートと、内層シ
ートとを有し、
　前記使い捨ておむつは、前記吸収性本体の縦方向に沿う両側部の近傍に、前記内層シー
トと前記外層シートとが弾性部材固定用接着剤を介して接合された一対の本体側固定領域
を有している、前記＜１＞～＜３３＞の何れか１に記載の使い捨ておむつ。
＜３５＞
　前記使い捨ておむつは、前記吸収体を具備する吸収性本体と、該吸収性本体の非肌対向
面側に配されて該吸収性本体を固定する外装体とを備え、
　前記外装体は、使い捨ておむつの外面を形成する非肌対向面側の外層シートと、内層シ
ートとを有し、
　前記使い捨ておむつは、前記外装体の前記腹側領域の両側縁部及び該外装体の前記背側
領域の両側縁部に、前記内層シートと前記外層シートとが弾性部材固定用接着剤を介して
接合された一対の外側固定領域を有しており、
　前記弾性部材は、一対の前記外側固定領域それぞれにおいて、前記内層シートと前記外
層シートとの間に固定されている一方、一対の該外側固定領域間においては、該内層シー
ト及び該外層シートの何れにも固定されていない、前記＜１＞～＜３４＞の何れか１に記
載の使い捨ておむつ。
【符号の説明】
【００７６】
１　パンツ型使い捨ておむつ
　１Ｂ　背側領域における縦方向の外端部
２　吸収性本体
　２１　表面シート
　２２　裏面シート
　２３　吸収体
　２４　防漏カフ
　２５　防漏カフ形成用弾性部材
３　外装体
４Ｔ　親水性領域
　４ＴＬ　親水性長寸部
　４ＴＳ　親水性短寸部
５　内層シート
　５Ｅ　内層の折り返し部分
６　外層シート
　６Ｅ　外層の折り返し部分
７１　弾性部材
７２　レッグ弾性部材
８　接合部
　８Ｌ　接合部列
９　疎水性不織布
　９１　一方の折り返し部分
　９２　他方の折り返し部分
９０　別シート
　９１０　一方の折り返し部分
　９２０　他方の折り返し部分
Ａ　腹側領域、Ｂ　背側領域、Ｃ　股下領域
ＳＴ　伸縮領域
ＦＡ　腹側ウエストフラップ
ＦＢ　背側ウエストフラップ
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